私立学校法（昭和二十四年十二月十五日法律第二百七十号）　抜粋
（私立学校審議会） 

第九条 　この法律の規定によりその権限に属せしめられた事項を審議させるため、都道府県に、私立学校審議会を置く。 

２ 　私立学校審議会は、私立大学及び私立高等専門学校以外の私立学校並びに私立専修学校及び私立各種学校に関する重要事項について、都道府県知事に建議することができる。 

（委員） 

第十条 　私立学校審議会は、十人以上二十人以内において都道府県知事の定める員数の委員をもつて、組織する。 

２ 　委員は、教育に関し学識経験を有する者のうちから、都道府県知事が任命する。 

第十一条 　削除 

（委員の任期） 

第十二条 　私立学校審議会の委員の任期は、四年とする。ただし、欠員が生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 　委員は、再任されることができる。
鳥取県私立学校審議会の委員の定数
平成17年4月1日

鳥取県告示第278号

私立学校法(昭和24年法律第270号)第10条第1項の規定に基づき、鳥取県私立学校審議会の委員の定数を12人とし、昭和51年鳥取県告示第473号(鳥取県私立学校審議会の委員の定数について)は、廃止する。

